
 

立会場所・土地の地番 土地所有者 住所 氏名 立会年月日 承諾年月日 

国立市青柳三丁目 

34 番 2 

国立市谷保〇２３４番地 

 国 立  太 郎 

令和３年 

８月２５日 

令和３年 

９月 ６日 

国立市青柳三丁目 

34 番 1, 34 番 3, 35 番 

立川市錦町〇 - 〇 - 18 

 立 川  花 子 

令和３年 

８月２５日 

令和３年 

８月２７日 

国立市青柳三丁目 

36 番 1 

札幌市中央区北４条西〇丁目 5-1 

 大 通  樹 

令和３年 

８月２６日 

令和３年 

８月２６日 

  土地所有者欄作成の注意事項 

◎ 土地所有者の住所・氏名は自筆・押印不要。 

◎ 承諾年月日は、別途承諾書に本人が記名押印した日とする。 

 

 

 

  作成者欄作成の注意事項 

◎ 土地家屋調査士の場合 

  住所 

  土地家屋調査士 〇〇 〇〇 登録 〇〇第〇〇号 

◎ 法人の場合 

  住所 

  法人名 代表者名 

  測量業者登録番号 

◎ 測量年月日は立会年月日の最初の日とする。 

 

   

作

成

者 

 

 

 

 

 

 
凡
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〇 Ｐn 境 界 点 

       Ｓn 引 照 点 

   〇 Ｔn 機 械 点 

〇〇m〇〇 
境 界 辺 長 

測 量 年 月 日 令 和 ３ 年 ８ 月 ２ ６ 日 

 

土 地 境 界 図 縮 尺 

土地所在 

地 番 
国立市青柳三丁目３４番２ほか 1／250 

表題部作成の注意事項 
◎ 承諾した土地所在地番が複数ある場合は代表地番のあとに 
  「ほか」と書く。 
◎ 隣接市を含む場合は、それぞれの土地所在代表地番を記載する。 
複数の丁目、字等を含む場合も同様とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1cm 

1cm 

1cm 

1.5cm 

 
 Ｘ Ｙ 備 考 

P1   市 石     

P2   市 鋲 

P3   市プレート   

P4   みかげ石 

S1   家屋角 

S2   ブロック塀 

S3   みかげ石 

T1   鋲 

T2   鋲 
 
座標欄作成の注意事項 
◎ 世界測地系の場合は、欄外下部にその旨、 
及び縮尺係数を記載する。 

◎ 石標・プレート等の形状は現形を記入する。 

図面作成の注意事項 
◎ Ｐ点、確定延長数字、確定線は、赤色で作成し、それ以外の 
部分は、黒色とする。 
また、凡例欄内についても同様とする。 

◎ Ｐ点は、一重丸とする。 
◎ 複数の丁目、字等を含む場合は、それぞれの丁目、字等を 
記入する。 

◎ 文字・数字の大きさは縦横２．２mm以上で鮮明に読めるよう 
に記入する。 

◎ 石標・プレート等の形状を記入する場合は現形を記入する。 
 

1cm 3.5cm 3cm 

余白は３cm以上 

余白は３cm以上 

余白は３cm以上 

余白は３cm以上 

余白は３cm以上 

34-2 

東京都国立市富士見台二丁目 100 番地の１ 

国立測量株式会社 

代表取締役 青柳 二郎 

土地家屋調査士 青柳 三郎 登録第 0000 号 

    測量士 青柳 四郎 第 H14-0000 号 

34-3 

35 36-1 

P3 P4 

P2 
P1 ２０ｍ０３ 

２０ｍ０６ 

国立市公共用地境界図

国立　Ｒ３第　１号

申請地番

申 請 者

立会年月日

確認年月日

確認延長

縮　　尺

備 考

1／250

ｍ

国立 太郎

国立市青柳三丁目34番2

34番1,34番3,35番,36番1

令和 ３年 ８月２５日

令和　 年　 月　 日

40.09令和 ３年 ８月２６日

（別紙５） 

34-1 

  


